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７．アクションプラン 追加プロジェクト

プロジェクト１ 地区内横断的な防災計画づくり

１－④
名称 既存制度を活用した防災・防犯改善計画

場所 東本郷地区全体

計画の内容

〇防災・防犯点検マップづくりにより確認された危険と思われる箇所については、地元合意形成をとりながら、ど
のような施策でどの課題改善から優先的に取り組んでいくかなど、全体的な考え方、まちのルールなどを定
めた防災・防犯改善計画を作成します。

〇防災に関する具体的な流れとしては、自宅周りの防災チェックを住民に促し、危険ブロック塀の改善のための
助成制度などを活用して改善するよう呼びかけます。

〇ある程度の防災に対する地元合意形成が得られた段階で、例えば、垣または柵の構造制限や、壁面の位
置制限などを定めた建築協定などの規制・誘導のルールづくりを進めます。

〇防犯に関する具体的な流れとしては、地域点検によって死角となる場所を確認し、街灯や防犯灯の設置を
進める、自治会による防犯パトロールを実施する、など順次取り組みます。

〇防犯灯は、環境に配慮して、夜間における防犯環境整備として、防犯灯の増加を推進します。

○通学路での安全確保に向けて、スクールゾーン協議会等での取組に協力していきます。

〇防災活動の自主参加が不足しており、地域ごとの防犯・防災体制の取組状況に差があるため、次の緊急時
に備えた取組の実施を推進します。

【具体的な取組】

・防犯パトロールの充実

・わんわんパトロールの充実（自治会）

・地域における学童の見守りの推進（地域全体）

・全自治会での防災ささえあいカード・黄色い旗などを活用した災害時支援の取組実施（自治会）

・家庭防災員活動の充実と地域での情報共有（家庭防災員）

・防災マップを活用した取組の実施

・向こう三軒両隣の支援の輪の醸成（地域全体・各家庭）

・家具の転倒防止対策の実施（各家庭）
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内容 市民・地域の役割 横浜市の役割 備考

短期 防犯上死角となる場所にお
いて改善計画を作成し、実
行します。

・自治会による防犯パト
ロールの実施

・防犯灯の設置増加など
・わんわんパトロールの
充実

・学童の見守りの推進な
ど

・街路灯の設置など
・防犯灯のLED化

長期 防災上危険と思われる箇所
については、改善優先度、
各種助成制度などの活用方
針、まちのルールなどを定
めた防災改善計画を作成し、
実行します。

・地元合意形成
・課題改善のための各種
助成制度活用の呼びかけ
・まちのルールづくり

・地域まちづくり推進
条例による支援

・各種助成制度の紹介

・まちのルール
づ く り に あ
たっては、地
域まちづくり
推進条例の助
成制度を活用
しながら進め
ていきます。

垣または柵の構造制限や、
壁面の位置制限などを定め
た建築協定などの締結を進
めます。

・地元合意形成
・協定づくり

・地域まちづくり推進
条例による支援

敷地をセットバックして、
狭あい道路を拡幅するとと
もに、ブロック塀の生垣化
などを進めます。

・該当箇所の敷地セット
バックの実施

・各種助成制度などの
適用

地区プラン関連項目
方針２ (2)戸建集合住宅地域 ●狭あい道路拡幅整備事

業 ●木造耐震診断 ●がけ崩れ災害の恐れのある宅地
の改善 ●まちのルールづくり

方針３ (2)防災まちづくり ●住宅の耐震等の安全性確保
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